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3宮沢賢治の「漢字」物語について
王　　敏
言葉で世界を動かした宮沢賢治
　東日本大震災の 1カ月後のこと、ネット上で宮沢賢治の「雨ニモマケズ」へ
のアクセスが 4万件以上になったと話題になった。青空文庫の調査などが取
り上げたのである。賢治の 37 年の生涯を象徴するのが「雨ニモマケズ」とい
う詩。その詩が読まれている！　世界各国の支援の輪の中に「雨ニモマケズ」
が広まり、急速に読まれるようになったという。
　もともとこの詩が、日本人の間に普遍的な読者を得ていたことは広く知ら
れる。それが、大震災の苦難に遭った被災者と、彼らに寄り添う救援活動の
人との間で口ずさまれるうちに、多くの人の心をゆさぶり、悲しみを超える
力を生み出す詩として再評価されたらしい。悲惨な被害状況ととともにこの
詩が紹介された各国でも「共感」を呼んだのである。
　例えば、1カ月後の 4月にはニューヨークの日本人学校の生徒たちが被災地
支援集会で朗読した。世界の主要宗教の代表者がワシントン大聖堂で開催し
た「日本のための祈り」でも紹介された。賢治の命日の 9月 21 日には、中国
出身のオペラ歌手が震災の復興を願って花巻でこの詩を歌いあげるなど、多
くの催しでこの詩は主役を演じた。
　震災から 1年たって、中国文芸界の代表誌『中国作家』が在日華人の記念
文章を 2012 年 3 月号にて特集として出した。全国の高校の国語系の副教材で
あり、大学入試参考誌でもある『作文素材』（重慶出版社）が 2012 年 3月号で「3・
11」記念特集を組み、「雨ニモマケズ」の翻訳と解説を掲載した。同誌は当時
の中国における唯一の文系高校入試専門誌だから、約 2億人の青少年に読ま
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れたと推測される。
　未曽有の災害を経験し人間の無力さに打ちひしがれながらも、人々は、立
ち上がり、前を見つめて歩きだすための力強い「言葉」を求めているのだ。「雨
ニモマケズ」の「言葉」にはあらがいがたい自然へのあきらめを冷静に認め
ながら、それでも人間として可能な力を尽くそうとする姿勢を教えてくれて
いる。賢治は諦観して「イツモシズカニワラッテイル」と表現したのであろう。
　宮沢賢治の作品は、もちろん日本文学の一つである。しかし、今回の震災を
通し、その多角的価値が見直されている。もとより賢治に関する研究は、固有
の作品論または文献解釈の域にとどまらない。これからも文化人類学、社会文
化学、言語社会学、東アジア学、国際日本学など境界にこだわらない研究姿
勢が必要とされる。賢治は自然観や生命観をテーマにした多くの作品をのこ
しただけに多面的な研究姿勢は必要であろう。私も様々な角度から賢治研究を
積んできたつもりではあるが、今回の大震災を通じて賢治研究の新たな角度の
啓示を得たように思った。小文では、賢治における「漢字」とのつながりを探っ
てみたい。言葉の魔術師といってもいい賢治が漢字を物語にしてしまう「造
語力」の一端を探ってみる。
　『風の又三郎』の「風」
どっどど　どどうど　どどうど　どどう
青いくるみも吹きとばせ
すっぱいかりんも吹きとばせ
どっどど　どどうど　どどうど　どどう
　有名な一節から始まる、宮沢賢治の代表作『風の又三郎』。風の強い日に現
れた不思議な転校生・三郎は、風の子・又三郎なのか…。小さな小学校の子
供たちに謎を残したまま、三郎は去ってしまう。
　生前はほとんど無名に近く、その死後になって評価されるようになった宮沢
賢治の文学世界には、彼の故郷・岩手をモチーフにした日本の原風景が数多く
登場する。高く評価されている「造語」も故郷の自然が母体であると思われる。
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では、その原風景と自然は具体的に何を指している？これに答えるために賢
治自身の言葉から拾って考えよう。
　賢治が『注文の多い料理店』の序文に明確に書いている。
　「これらのわたくしのはなしは、みんな野はらや鉄道線路からやで、虹や月
あかりからもらってきた」もの、「ほんとうにもう、どうしてもこんなことが
あるようでしかたないということを、その通り書いたまで」のものである。
　だが、「その通り書いた」のは自然の風景そのものではなく、それを描写し
た「文字」である。つまり、少なくとも賢治の作品では、「文字」が自然の風
景を再現できる機能を持っていることがわかる。では、なぜ文字がこれだけ
に自然を「代行」でき、自然そのものとして受け止められるのか？
　そのために日本の文字・日本語の平仮名、片仮名の原点である漢字の成り
立ちに迫ってみよう。
　「風」という漢字の古字は「凬」だ。“風 ” の形づくりが自然現象に起源する
ことが見えてくる。
　大昔、中国に生活した古代人は、大きな鳥の姿をした神様が風を起こすと
信じ、その神様の姿を、風を巻き起こす鳥の姿からヒントを得てその形をか
たどった「漢字」を描いた。動物の骨にそれを刻ませることにした。「甲骨文字」
と呼ばせた。やがて、風のイメージ表現が洗練されていき、「鳳」という形になっ
た。その後、「鳳」から「風」が分離、独立し、「鳥」が「虫」に換わったという。
「虫」は蛇、龍のことをも表しているから、鳥と同じく飛べる龍が、風の神様
ともされている。
　「風」の一字を通して、文字の初期形が周囲の自然を源としていることが理
解できる。自然の多様な現象がいずれもそれらしい形の記号を生み出してき
た。その形がやがて線や点の文字として定型された。文字の一つひとつに原
風景を孕んでいる。
　もう一度、賢治が教えてくれた文字・漢字の原点を考えよう。
　「これらのわたくしのはなしは、みんな野はらや鉄道線路からやで、虹や月
あかりからもらってきた」もの、「ほんとうにもう、どうしてもこんなことが
あるようでしかたないということを、その通り書いたまで」のものである。
　賢治の原風景のとらえかたに沿って『風の又三郎』を再読していくと、学
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生から次の感想が寄せられた。
　「『風の又三郎』の作品を読んで感じたのは三郎が人なのか、神様なのかよ
くわからない存在として描かれていると感じました。例えば、三郎が運動
場を歩くと風が吹き荒れたり、霧の中で道に迷い倒れた嘉助がガラスのマ
ントを着て、ガラスの靴をはいた三郎の姿を見たりと、一部子供達の妄想
のようでもありますが、三郎は一風変わった存在であるように描かれてい
ます。しかし、大人達から見れば三郎はごく普通な転校生でしかありませ
ん。一方で、子供達が三郎（風の又三郎）に抱いている畏れの感情こそが
“風 ” という漢字の成り立ちに関連しているのではないかと考えました。三
郎は子供達に畏れの感情を与え、そして去っていきます。その三郎の姿こそ、
風を巻き起こし天に帰ってゆく風の神様（＝龍）を表しているのではない
でしょうか。三郎が行動を起こす時、必ず強く風が吹いているといったよ
うな表現が使われ、三郎が風を操っているかのように描写されていますが、
それ以上に村でただ日々を過ごしていく子供達の中に突然、新しい感情を
芽生えさせる、新しい風を吹かせた存在として、三郎は “風 ” を表している
と感じました。」
　
　つまり、自然という原風景に身を置けなくても、自然そのものを感じとるこ
とができる。文字、言葉即ち表現の力が遠隔操作のマジックによって、人間を
自然と一体に繋げる。どうやら、文字と自然との関係は分母と分子の関係のよ
うである。古代人が漢字を生産できたのは、その母体・自然を会得できたた
めだろう。原風景が「造語」の素材を提供する舞台を与えてくれたことになる。
宮沢賢治の場合、擬態語と擬声語の造語が多い。その理由も自然の中をよく
歩きまわるからと思える。
　さて、『風の又三郎』の主人公、三郎は風神の申し子として造形されたと考
えられる。言い方を変えれば、原風景から文字が生成され、その内の「風」の
イメージが三郎という子供に宿り、反映させようとする。文字と自然との相
関関係を知らないが、村の子供たちがなんとなく三郎の現れに対して不思議
なものを感じてしまう。三郎に向かって、「雨はざっこざっこ雨三郎、風はどっ
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こどっこ又三郎」といい、三郎にぶつけるのだ。三郎もそれを聞くたびに怯
えてしまう。恐らく、子供たちが三郎と自分たちの違いを本能的に受け止め
ていたからだろう。三郎も誕生の秘密を覗かれたかのように、怖がってしまう。
村の子供と自然から命を授けた三郎との間に、距離があることが示されてい
る。同じ生命の置かれた背景が異なると、相互認識の非対称が生じてしまう。
　三郎と村の子供との対比を通して、『風の又三郎』に対称の人間像が存在し
たことがわかる。古の自然の申し子である三郎と、当時の現代人である村の子
供。古の自然の申し子のイメージを、当時のシンボルで表現する場合に、漢
字が最初にあがる。漢字の成り立ちには最高レベルの叡智が凝縮されてある
から。
『オツベルと象』の「象」　
　『オツベルと象』という童話がある。大金持ちの地主オツベルのもとにある
日大きな白い象がやってくるが、彼はこの象をうまく騙して自分の所有物と
して扱い、嘘を重ね、次第に待遇を下げ酷使していく。心身ともに弱り切っ
た象は月の助言や赤衣の童子の助けを得て仲間に手紙を書き、窮状を知った
仲間の象たちは決起して深夜にオツベルの邸へと押し寄せる。オツベルは象
たちの報復を受けることになる。
　寓話性が高く､ ブラック企業における労働を描いているようだと評される
この作品だが、｢偽｣ という漢字の成り立ちと絡めて考察していきたい。
　そのためにはまず、｢偽｣ という漢字についてみよう。一説では、右側にあ
たる ｢為｣ という漢字は ｢手｣ と ｢象｣ の形によって成り立っており、左側
の人偏が象を手なずける様子を表している。
　象は労働者として使われる際､ 足に鎖をつけられ､ 手なずけられるから、
｢為｣ という漢字ができたという｡ そこに人偏がつくことで人間が手を加え、
本来の性質や姿を変えることを意味する ｢偽｣ という漢字になった説もある。
　『オツベルと象』の物語は「偽」の成り立ちを彷彿とさせるところがおもし
ろい。例えば、地主オツベルは白い象を手なずけるために時計と靴を与えるが、
実際にこれは象から自由を奪うための重い鎖と分銅である。オツベルは税金を
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口実に、象に次々と重労働を課していくのに、餌の量は徐々に減らされていく。
オツベルによる象への ｢偽り｣ である｡
　賢治が「象」を主人公にしたのは、無意味の選択と思いにくい。｢偽｣ とい
う漢字の成り立ちからヒントを得られたとすれば、関連する「象」を物語に
仕立てたと捉えられよう。
『月夜のけだもの』にも「象」
　『月夜のけだもの』という作品にも象が登場したから、こちらについても「偽」
という漢字の由来との関連を考察してみる。
　月夜の晩に、動物園の獅子の檻の前のベンチに座っていると煙のようなも
のがあがり、獅子が立派な黒のフロックコートを着て立ち、妻の獅子からス
テッキを受け取ると、見回りへと出かけていった。そこへ白熊が走ってきた。
獅子が呼び止めて聞くと、象の弟子になるために、象を探しているところだ
という。次に、狐が赤縞の運動ズボンをはいて飛び出してきたので、獅子が
呼び止め、また鶏を盗みにいくのだろうと叱責するが、狐はマラソンをして
いるだけだと言い訳をする。しかし、それが嘘であることに気づかれてしまい、
罰として背中の毛を全部むしると宣言されてしまう。そのとき、藪の中から
狸が出てきた。狸は立ち聞きをしていたと疑われたが、寝ていたのだと主張し、
今回は特別に見逃されることとなった。そこへ白熊が走って戻ってきたので、
獅子が再び呼び止めると、象が白熊の鼻を伸ばそうと強くひっぱるので逃げ出
してきたと言う。そこへ象が追いかけてきたので、獅子は、白熊はおとなしく、
弟子にならなくても良いはずだから、代わりに狐が嘘をつかないように教育
してほしいと、教育料を払って頼んだ。そして、各々帰っていき、獅子は葉
巻をくわえ、黒い山へ沈む 10 日の月をじっと眺めていたところで、皆が目を
覚ましたのである。
　このような内容の、『月夜のけだもの』という物語には、漢字の「偽」の由
来にかかわりのあるのではないかと推測される描写がいくつか見受けられる。
1.	 狐が獅子に嘘をつき、盗みを図っていたという事実を偽り、ごまかそうと
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していたという箇所である。これは、「偽」という文字の本来の、人がつく
りごとをする、いつわるという意味に沿った文章ではないかと感じた。
2.	 作為的に姿を変えたり、正体を隠して上辺を取り繕ったりするなどして、
人を欺く動物と描かれることが多い、狐や狸という動物が登場していると
いう箇所である。これも、「偽」という文字の本来の意味と合致した文章で
はないかと感じた。
3.	 獅子が、感情が高ぶり、白熊を追いかけてきた象を手なずけていたという
ことが読み取れる箇所である。これは、「偽」のつくりである「為」という
文字の由来や象形に基づいた文章ではないかと推測することが出来た。
　
　このように、『月夜のけだもの』という作品は、「偽」という文字の成り立
ちや由来を参考にしたかと思われる。前述した『オツベルと象』の中の「象」
に合わせて考えれば、いずれも「偽」という漢字の成り立ちに重なる物語の
展開と考察されよう。
　なぜ、漢字が物語と造語をつくれるか、考えてみたい。
　
フランス人漢字研究者レオン・バンデルメールシュ氏の観点
　レオン・バンデルメールシュ氏はフランス人の漢字研究の権威である。大修
館『アジア文化圏の時代』（1986 年）「序文」にて、ロラン・バルト氏の著書
『記号の国』を取り上げ、漢字に接したときの驚きについて氏とご自身の体験
を重ねておられる。同じ日仏文化会館館長を務めて、バルト氏と同様に日本
で漢字文化に目覚めたという。
　バンデルメールシュ氏は 1928年、ベルギー国境に隣接する北フランスのヴェ
ルビコ・シュドに生まれた。1951 年パリ大学で法学博士号、1975 年には文学
博士号を得た。1951 年からアジア諸国に滞在されて 40数年の実践的研究を過
ごされた。その間、ベトナム、香港、日本、韓国、中国で教鞭をとり、日本
とのつながりは 1959 〜 1961 年の同志社大学留学、1964 〜 1965 年の京都大学
客員教授、1981 〜 1984 年の日仏会館館長。三回計 6年にわたる日本滞在は学
問上において実り多い期間でもある。アジア諸国での体験的研究を積んだ後、
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フランスに戻り、1988 年からフランスアカデミックの頂点・極東研究院院長
を務めた。現在、若手の指導のかたわら、2019 年には香港で『漢字がわれわ
れに何をもたらしてきたか』（仮題）が発刊される予定になっている。
　バンデルメールシュ氏は 1986 年、中国研究の大作 Le nouveau Monde 
sinisé （Presses	universitaires	de	France）を出版した。翌年、日本語訳された『ア
ジア文化圏の時代―政治・経済・文化の新たなる担い手―』（福鎌忠恕訳、大
修館書店）が出版された。Amazon では同書について、「最善のメディアであ
る漢字を共有し、儒教伝統のルネッサンスと経済発展との相乗作用によって、
アジアの地に新しい一大文明形態が出現する。西欧によって作られた東アジ
アの敵対関係は、今や漢字文化諸国民みずからの意志によって、和解と連帯
の方向へと進路を変えている」と紹介されている。
　バンデルメールシュ氏は漢字の本質について、こう分析している。
　漢字の原形として亀や他の動物の骨に刻まれた甲骨文字は、人間にとって未
知の現象に対する問いかけ、例えば人間と天地自然、生きとし生ける生命との
関係性及び行動の可否を追求し、その結果を記録する符号である。こうした過
程を記録・伝承させる営みを「占い」「卜」と呼ばれる。初期形の漢字・甲骨
文には「宇宙上」の芽生えが潜在しており、素朴な「準科学」的要素を持たせ
ている。よって、漢字が自然と共に生きており、現代的イデオロギーを超越し
たところにある。漢字が使用されている限り、その母体である自然が作用され、
活力が停止することはないだろう。
　活力が衰えていけば、漢字の生産も連動され停滞してしまう。例えば、明
治期の日本製漢字語の大量普及により、停滞に陥った東アジアが活気を取り
戻した。経済復興を図れたのも漢字の刺激力と無縁ではない。
　漢字に内蔵した組み立て機能を把握できれば、いくらでも造語が膨らむ。西
洋語と違い、漢字の収納作用が遥かに表音文字の範囲を越したと纏められて
いる。
「漢字」という合流点
　宮沢賢治が漢字の本質を看破して、構造上の特質を心得、造語力が発揮さ
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れたと思われる。漢字の機能と本質をいかに認識、駆使できるか、古代と賢
治が生きた大正・昭和初期、そして現代社会とは、生活様式だけでなく人々
の感性も大きく変化を遂げたはずである。だが、人間と自然との関わり方は
賢治作品に示された通り、本質的不変が再確認されている。
　『雪渡り』では狐と、『鹿踊りのはじまり』では鹿と、人間と動物と自然との
融合関係が物語風に展開された。異なる生命間の共生を求めつつ、賢治は全作
品を生命共同体を目指す物語集に仕立てた。自然との融合という普遍的な生き
方を、100 年前に生まれた賢治は、「詩」と「童話」の形でわかりやすく反映させ、
造語を活かして見せてくれたのに対して、2000 年前の孔子、老子、荘子など
が「漢字」という形態により、「思想」を介して自然と生命の規則を著している。
　宮沢賢治の物語の舞台と漢字創生の原点の合流地が自然にある。漢字も賢治
の物語も自然に育まれた産物である。自然の原風景がまだ豊かな日本は、不
断に漢字と物語を生み出してきた理由が納得される。自然の原風景を伝承さ
れている日本の精神性が再認識されている。
　日中は漢字の絆で不可分に結ばれている。共有してきた漢字文明を活かし
た世界平和への寄与こそが求められている。賢治から私たちに託された「造語」
の意義は永遠の課題かもしれない。
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<ABSTRACT>
Miyazawa Kenji and a Tale of "Kanji"
WANG Min
Miyazawa Kenji (1896-1933), a poet and author of children’s stories, 
spent much of his life laboring to improve the material and spiritual lives 
peasants in the impoverished farming communities of Iwate Prefecture. He 
received little notice during his lifetime, but since the Second World War 
the sincerity of his work, reflecting a life of spiritual struggle, has attracted 
growing attention. In this paper we examine relationship between kanji and 
Miyazawa Kenji and the meaning of kanji for him referring some works 
including Otsuberu to Zou (1926, literally Otsuberu and the Elephant) and Kaze 
no Matasaburō (1934, literally Matasaburō of the Wind).
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